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痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん化と 

診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

研究分担者 新井 健一 愛知医科大学病院 疼痛緩和外科 准教授 

 

研究要旨 

 本研究では、これまで慢性疼痛患者の登録システム（慢性疼痛患者レジストリ）の構築及び

管理運営が行われてきたものを、慢性疼痛患者レジストリ分科会において登録内容・システム

の改変に向けた検討を行い、痛みセンター共通問診システムの連携機能について登録しやすい

ようにシステム改変を行った。また、改変前の慢性疼痛患者レジストリのデータを解析して、

国際学会での発表を行った。

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛患者に対する集学的医療体制を多

施設で構築していくため、多種多様な慢性疼

痛患者の情報を共通のフォーマットで収集す

るシステムが必要なため、研究班で、タブレ

ットを用いて来院時に問診を行う痛みセンタ

ー共通問診システムを開発しデータベース化

をこれまで進めてきた。また、これまで得ら

れたデータを元に、慢性疼痛患者の登録シス

テム（慢性疼痛患者レジストリ）の登録条件

を選定し、慢性疼痛患者レジストリシステム

の運用を開始した。 

本研究では、痛みセンター共通問診システ

ムと慢性疼痛患者レジストリの改変と運営管

理に向けた検討を行った。特に、痛みセンタ

ー共通問診システムとレジストリ登録情報シ

ステムとの連携について機能改修を行ってき

た。また、これまで登録されたレジストリ患

者登録情報についてデータ解析し、結果を国

際学会にて発表した。 

 

Ｂ．研究方法 

Ｂ-１．慢性疼痛患者レジストリの運営管理を

行った。痛みセンター共通問診システムの情

報を元に、レジストリ対象となる患者の条件

を、①痛みの持続期間：6 ヶ月以上、②痛み

の強さ：NRS で 5 以上、③生活障害の程度：

PDAS で 40 以上と設定した。本レジストリで

対象となる症例は、1,470 症例であった。慢

性疼痛レジストリ分科会のメンバーを中心に

取得項目を再検討し、システムの開発及びブ

ラッシュアップを行った。また、取得したレ

ジストリ情報についてまとめ、データ解析を

行った。 

 

Ｂ-２．痛みセンター共通問診システムの改変

を行ってきた。研究班から修正希望があった

項目について慢性疼痛患者レジストリ分科会

のメンバーによって検討を重ねて改修を行い、

また、集学的痛みセンター施設の増加に伴い、

より管理しやすいように、クラウドベースの

システムへの改変を行ってきた。また、より

簡便にレジストリとの連携を図るためのシス

テム改修を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

痛みセンター共通問診システム及び慢性疼痛

レジストリについては、愛知医科大学倫理委

員会の承認を得て行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

Ｃ-1. 登録システムを活用し各施設での登

録及び運用管理を行った。慢性疼痛レジスト

リの現状として、これまでに各施設から合計

313症例（平均年齢 62.5歳、男性 110名、女

性 203 名）の仮登録が行われている。313症

例のうち292症例が愛知医科大学の学際的痛

みセンターのデータであったため、この 292

症例のデータ解析を行い国際学会の IASP で

のシンポジウムで発表を行った。 

登録された患者の質問紙情報を表１にまと

める。また、新たに分かったことは、患者の

社会経済的な問題が患者の痛みに大きな影響

を与えることが示唆されたので表 2.3で示す。 
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表１. 登録患者の質問紙スコア 

 
 
表２．教育背景 

 
 
表 3．収入背景 

 
 

Ｃ-２. 痛みセンター共通問診システムを基

にした慢性疼痛レジストリを、各施設が登録

しやすいようなシステムの改修及び、取得項

目の再検討を行った。また、痛みセンター共

通問診システムについて、クラウドベースで

のシステムへの改変を行い、テスト検証を行

った。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、痛みセンター共通問診システ

ムを基に、慢性疼痛レジストリを構築し運用

し、得たデータを基に、疼痛分類（ICD-11）

を軸に患者情報の解析行い、患者の疼痛状況

と精神心理社会的な背景の関係性を分析した。

分析結果から社会経済的な問題が患者の疼痛

に深い影響を与えることが明らかになった。

一方、分科会において、痛みセンター共通問

診システムを基にした慢性疼痛レジストリを、

各施設が登録しやすいようなシステムの改修

及び、取得項目の再検討を行った。また、言

葉の定義が共通認識の上で登録可能となるよ

う、ICD-11や、器質的要因・精神心理的要因

ツール（K-S 要因ツール）のマニュアル作成

を広報分科会と協力しながら進めた。今後は、

言葉の定義が共通認識の上で登録可能となる

よう、研修機会を設ける取り組みを進めてい

く計画である。 

また、取得した患者レジストリ情報を広く

分譲し、レジストリ情報を活用した研究が進

められることが望まれる。そのためにも研究

班の内外への周知・広報活動を進めることが

課題である。 

 

Ｅ．結論 
本研究では、これまでの痛みセンター連絡
協議会所属機関の問診データの情報を元に慢
性疼痛患者レジストリ運営管理を行い、集め
られたデータを疼痛分類（ICD-11）を軸に患
者情報の解析行い、患者の疼痛状況と精神心
理社会的な背景の関係性を分析した。。これ
までの登録情報についてまとめレジストリ項
目の再検討を行い、並行して痛みセンター共
通問診システムをクラウドベースへと改修を
行い、レジストリとの連携が行いやすいよう
にシステム改変を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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